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はじめに 

全国的に若年者による大麻乱用の拡大状況が非常に深刻になっています。また、

令和５年、本府における 20 歳未満の大麻事犯による検挙者は、統計を開始した

1992年以降で最多となるとともに、全国でも最多となりました。 

 

こども家庭庁が実施した令和６年度青少年のインターネット利用環境実態調査に

よると小学生の９８％以上がインターネットを利用しており、違法薬物に関する情報が

インターネットや SNS を通じて小学生にも届く恐れがあります。そのため、早期の薬

物乱用防止教育が重要です。 

 

これまでも、小学校の先生方には体育の授業等において薬物乱用防止教育を実

施していただいております。また、学校薬剤師や警察官などの外部講師を招いた薬物

乱用防止教室を積極的に実施していただいております。 

 

このような状況を踏まえ、令和３年度に『高等学校版』、令和４年度に『中学校版』

の指導参考事例集を作成してきました。今年度は新たに、小学校段階からの薬物乱

用防止教育を有効かつ効率的に実施できるよう、『指導参考事例集 小学校版』を

作成しました。 

 

薬物乱用により、かけがえのない自分自身を傷つけ、将来の夢や目標を失う子ども

が一人でも減るよう、積極的な活用をお願いします。 

令和８年１０月 

大阪府教育庁 教育振興室 保健体育課 
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🔶 本事例集の使い方 🔶 

 

○「【１】指導参考事例集」の「目標」、「ねらい」を確認し、どの事例（スライド）を

活用するかを選ぶ。 

 

○選んだ事例の「進行表」に沿って、児童に基礎知識を教え、理解させた後、「ワ

ークシート」を用いたグループワークを通じて、児童自ら考え、グループで意見

を共有します。 

 

○「進行表」はあくまでも一例であり、指導案を基本とする授業を充実させるため

の参考事例集ですので、授業時数等の実情に応じて、一部分のみを使用するな

ど、自由にご活用ください。 

 

○薬物乱用防止教育をより充実させるため、「解説編」を設けておりますので、適

宜ご活用ください。 
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 薬物乱用防止の指導にあたって 

（１）薬物乱用防止教育のねらい 

      薬物乱用の危険に直面している子どもは多くないが 、好奇心や過度のストレスなど

の心理状態、断りにくい人間関係や社会環境の影響により、誰もが薬物の誘惑にさら

される可能性がある。そこで、次の点を意識して指導したい。  

①薬物の危険性を分かりやすく伝える 

    ②自分の長所を知り、自分を大切にする意識を高める 

    ③困ったときは身近な大人に相談するよう伝える 

    ④的確な判断力を養う 

 

（２）薬物乱用防止教育において配慮が必要な情報 

  ①薬物使用を正当化したり、容認したりするかのような情報 

  ②乱用される薬物の入手方法や使用方法を教えるような情報 

  ③薬物乱用者や薬物依存患者の治療、更正、社会復帰のための情報 

  ④「合法ドラッグ」あるいは「薬物乱用とは何回も繰り返し薬物を使用することである」  

などの誤解を与える可能性のある情報 

  ⑤「薬物を使用するか否かは本人（子ども）自身が決めることである」など、薬物使用を

自己決定や自己責任の問題であるかのように扱う情報 

 

（３）薬物乱用防止教育の具体的な内容 

 

           ① 薬物乱用ってなに？ 

           ② なぜ薬物乱用防止の授業があるの？ 

           ③ 薬物乱用は誰の身にも起こり得る 

           ④ 薬物乱用によって身体・脳の機能がどうなってしまうのか 

           ⑤ 薬物をやめたくてもやめられない依存症の恐ろしさ 

           ⑥ 一度壊れてしまった脳の回復はとても難しい 

           ⑦ 自分だけでなく家族や友人との関係を崩壊させる可能性がある 

           ⑧ 薬物を勧めてくること自体に違和感を持ち、危険を察知する力を養う 

           ⑨ 誘われた時の断り方（近づかない・はっきり断る・逃げる！） 

           ⑩ 大切な自分を守るための３つのポイント 

           ⑪ 相談窓口の紹介、助けを求める大切さ 

           ⑫ 乱用される違法薬物（大麻、覚醒剤、危険ドラッグ）の種類 
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指導参考事例① 

テーマ ： 気を付けよう！くすりの正しい使い方 

１．本時の目標 

○小学校においては、学習指導要領に基づき喫煙、飲酒、薬物乱用防止教育が行われて

いるが、子どもたちを取り巻く薬物乱用の状況は急激に変化していることから、最新の情

報を正しく理解し、健全な生活を送るための能力を身に付ける。 

○薬物乱用という言葉、また、薬物乱用がどのような行為なのかを知る。 

○違法薬物だけでなく、市販薬等の医薬品についても、用法・用量などのルールを守らな

い使用は薬物乱用にあたり、健康や健全な生活に悪影響を及ぼすことを知る。 

 

２．ねらい 

  １）日常に起こりうる状況を想定させ、興味を持たせる。 

   違法薬物に比べ、より身近な医薬品だからこそ、誰もが使用する機会があるため、皆が

知っておくべき内容である。 

  ２）医薬品の使用について正しい知識を持つ。 

    ①薬の決まりについて 

      ・薬はどんなときに使うのか。 →病気の治療のため 用法を守って 

      ・薬はどのように使用するのか。 →決められた用量を守って水または白湯で服用 

      ・薬は誰からもらうのか。 → 家族 医者及び薬剤師 自分の薬を他人にあげない、

他人の薬をもらわない！ 

    ②誤った使い方について考える。 

      ・他人からもらった薬を使う。 

      ・医薬品の用法・用量を守らずに使う。 

      ・家族や専門家に相談せず、薬を使う。 

      薬には、どんな決まりがあるか子ども自ら考えさせる。 

  ３）ルールを守らない医薬品の使用は薬物乱用にあたると知る。 

 「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」 

 第一条の六 国民は、医薬品等を適正に使用するとともに、これらの有効性及び安全性に関

する知識と理解を深めるよう努めなければならない。 

    ①病気やけがの治療等以外の目的で医薬品を使用することも薬物乱用である。 

   

    ②医薬品を正しく使うために知識と理解を深めるよう努めなければならない。 
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◆授業スライド（例）               ◆教員向け説明資料（例）        

スライド１ おくすりクイズ①                  ●スライド説明用 ★教員向け指導内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド２ おくすりクイズ①のこたえ 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド３ おくすりクイズ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

●薬はあげたり、もらったりしてはいけま

せん。 

★医薬品は、病院や薬局で受け取った

り、ドラッグストアなど薬を販売する許

可を受けた店で購入するものです。そ

れ以外の人が薬を売ったり、人にあげ

たりすることは、法律で禁止されていま

す。 

★子どもは、どのような反応を示し、どの

ような考えを持つのでしょうか。 

〈予想される反応〉 

 ・本当に酔い止めの薬かわからないから 

 ・何錠のんでいいかわからないから 

 ・病院でその人のために出された薬かもし

れないから 

 ・どうして、もらったらいけないの？ 

・アレルギーがあって、体に合わないかもし

れないから 

●薬は、病気やけがなど体の調子が悪

いときに使うために作られています。 

 

 
2

第１問の正解は・・・？
だい もん

ひ

よ

わたし

あした

せい かい

酔い止め忘れたの？

じゃあ、私のくすりをあげるね

これから遠足！

でもバスでの乗り物よいが

不安だわ

えん そく

の もの

ふ あん

よ ど

わす

わたし

くすりを人にあげたり、人からもらったりすることは、法律で禁止

されていて、かえって体の調子が悪くなることがあります

ひと ひと ほう りつ きん し

からだ ちょう し わる

 
3

でも、明日は遠足だし、

かぜを引いたらこまるから

のんじゃおう

○×クイズ！第２問
だい もん

えん そく

ひ

よ

わたし

あした

次のくすりの使い方は、ルールを守れているかな？
つか かたつぎ まも

くすりの説明書に、

かぜのときにのむようにって

書いてあったよ

せつ めい しょ

か
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スライド４おくすりクイズ②のこたえ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド５ おくすりクイズ③ 

 

 

 

 

 

 

スライド４ くすりのルール守っているかな？ 

 

スライド６ おくすりクイズ③のこたえ 
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くすりをいっぱいのんだら、

早く治るかな？

いつもより多めにのんでみようかな

○×クイズ！第３問
次のくすりの使い方はルールを守れているかな？
つぎ つか かた まも

はや なお

おお

だい もん

あん しん

●薬の過量服用は、一時的に命を危険

にさらすだけでなく、大切な臓器が傷

ついてその影響が長く残ったり、依存

症になったりするなど様々な悪影響を

与えます。 

★子どもは体の組織が成長途中にあり、

薬の影響を受けやすいため、このよう

なことを経験することのないようしっか

り伝えてください。 

〈予想される反応〉 

 ・一度にたくさん薬を飲むのはダメだと思う 

 ・説明書に書いてある量を飲まないと、体に

悪いんだね 

  

でも、明日は遠足だし、

かぜを引いたらこまるから

のんじゃおう

第２問の正解は・・・？
だい もん

えん そく

ひ

わたし

あした

くすりは、  や がをよくするためにつくられています

   に いていないの 方をすると、体調をく したり、

体の  が悪くなることがあります
からだ  あい

 ょう き

くすりの説明書に、

かぜのときにのむようにって

書いてあったよ

せつ めい しょ

か

せい かい

たい ちょうせつ めい しょ か かた

わる
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くすりをいっぱいのんだら、

早く治るかな？

いつもより多めにのんでみようかな

第３問の正解は・・・？

くすりをの 過ぎると、命が危なくなったり、体の不調が

長く続いたり、やめられなくなったりすることがあります

す いのち あぶ

はや なお

おお

だい もん せい かい

からだ ふ ちょう

なが つづ

●元気なときに薬を飲むと、かえって体

の調子が悪くなることがあります。 

●保護者や専門家の指示、使用上の注

意を守って適切に使用しましょう。 

〈予想される反応〉 

 ・元気な時は飲まないようにしよう 

 ・薬を飲む前に説明書を読むことが大切な

んだね わからない時はおうちの人に聞い

てみるよ 
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スライド７ くすりのルール守っているかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド８ くすりのルール 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド９ 薬物乱用は危険 

 

  

●もう一度、くすりの大切なルールを確

認しましょう。 

・薬はあげたりもらったりしないようにしま

しょう 

・薬は決められた量を守って飲みましょ

う。また、風邪などで体の調子が悪いと

きだけ使いましょう。 

 ・薬は自分だけの判断せず、必ずおうち

の人や薬剤師に相談して使いましょう。 

●大麻や覚醒剤などの、法律で使うこと

が禁止されている薬物を使うことを

「薬物乱用」といいます。 

●また、薬を決められた量よりたくさん飲

んだり、正しい使い方を守らなかったり

することも「薬物乱用」になります。 

～くすりの大切なルール～

8

⚫ くすりはあげたりもらったりしないようにしましょう。 

⚫ くすりは年齢
ねんれい

によってのむ量
りょう

や、のむ回数
かいすう

が 

  決
き

まっているよ。説明書
せつめいし ょ

を守
まも

って使いましょう。 

⚫ くすりは必ず
かなら    

おうちの人
ひ と

や薬剤師
 やく ざい  し 

にのみ方
かた

を 

確認
か く に ん

しましょう。 
 

8

たい せつ

つか

  

●３つのクイズは全て、まねしてはいけな

い例でした。 

くすりのルールは守れていましたか。 

★学習に興味や関心を持たせるととも

に、学級全体で回答を共有すること

で、自分の認識の誤りに気付けるよう

にしましょう。 
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スライド１０ 薬物乱用って？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド１１ まとめ 

●「薬物乱用」は法律違反です。また、体

にとって非常に危険なので、絶対にや

めましょう。 

●「薬物乱用」は、繰り返し行った場合だ

けでなく、一度だけでも「薬物乱用」で

す。 

  また、１回だけのつもりで使い始めて

も、止められなくなり、心身の健康に深

刻な影響を及ぼすことがあります。 

●病気やけがの治療に用いる薬も、ルー

ルを守らず使用すれば、心身の健康に

悪影響を及ぼす原因となります。 

●「薬物乱用」は死に至る恐れもある大

変危険な行為です。絶対にやめましょ

う。 

★自分の心や身体を守ることの大切さ

に気付かせるとともに、困ったことがあ

ったら周りの信頼できる大人に相談す

るよう伝えましょう。 

 10

薬物乱用って？
薬物乱用とは、「決められたルール」を守らないで、

薬物をつかうこと

「決められたルール」とは、

・法律で禁止された薬物を使用すること

・くすりを決められた量や方法を守らないでつかうこと

「一度だ 」でも乱用です！

やく ぶつ らん よう

き まも

やく ぶつ

き

ほう りつ きん し やく ぶつ し よう

まもりょう ほう ほうき

いち ど らん よう

やく ぶつ らん よう

 

まとめ

 なさんが  にくらすため

そのために・・・

 薬物乱用は危 であること

   の や 体は、  だ の  なもの

  ったらす に  すること

  

やく ぶつ らん よう

 にとめておいてください

 ん こう

き  ん

 ぶん  ぶん たいせつここ からだ

こま そうだん

ここ 
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３．進行表  〈基本編 15分〉 

時間 活動 ○：指導上の留意点  

6分 

 

 

 

 

 

4分 

（10分） 

 

 

 

3分 

（13分） 

 

 

 

 

 

 

2分 

（15分） 

 

導入 くすりについてクイズを行う。 

  ・他人からもらったくすりを飲んだ 

  ・かぜは引いていないけどくすりを

飲んでおく 

  ・病気を早く治すために一度にたく

さんくすりを飲んだ 

意見を交流し、考えや知識を深めさ

せる。 

 

 

 

くすりの危険性について知る 

 

 

「薬物乱用」という言葉を知る 

 

 

 

 

まとめ 

  

○本時の学習への意欲付けを図る。 

 

 

 

 

 

○子どもの回答と先生の意見を学級全体

で共有し、医薬品に関する認識に誤りが

あることに気付けるようにする。 

 

 

○医薬品を用法・用量などのルールを守ら

ずに使用することは非常に危険であるこ

とを理解させる。 

○法律で禁止されている薬物の使用や、病

気やけがの治療等以外の目的での医薬

品の使用が「薬物乱用」にあたるというこ

とを理解させる。 

 

○本時のまとめとして、目標を再度確認し、

薬物乱用によって自分自身を守ろうとい

う意識を育てる。 

○一人で抱え込まず、信頼できる大人に相

談できることを理解させる。 
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指導参考事例② 

テーマ ： 薬物乱用について考えよう 

１．本時の目標 

○私たちの周りにはニコチン、アルコールなどの様々な化学物質があること、また、心身の

健康に大きな影響を与える危険な薬物があることを理解できるようにする。 

○薬物乱用は、「依存症（やめたくてもやめられなくなる状態）」を引き起こすことを理解で

きるようにする。また、たばこやお酒についても同様の性質があることを理解できるように

する。 

○薬物乱用が大人の証やかっこいいことではないこと、また、友だちとの間で薬物を勧め

たり、勧められたりすることが本当の友情ではないことを理解し、誘われた際の対処法を

学ぶ。 

○自分の心や体を大切にし、自分の健康や行動に責任を持つことの大切さを理解できるよ 

うにする。 

 

２．ねらい 

  １）薬物乱用すると、どうなるのかを理解する。 

    ①心身への影響について 

      ・特に、薬物は脳に深刻な影響を及ぼし、意識障害や幻覚、記憶力・学習能力低下な

ど、生涯にわたって回復が困難な障害につながる場合があることに留意する。 

      ・不安、薬物への渇望、性格の変化、感情の抑制不能などが生じる。 

    ②依存 

      薬物乱用には、やめたくてもやめられなくなる性質（依存性）があることを理解する。 

    ③社会的な影響について 

      家族や友人からの孤立、学力の低下、家庭内暴力、金銭問題、犯罪の誘発など、 

     薬物乱用は身体的・精神的影響だけでなく、それまでの学校生活や家庭生活に深刻

な影響を及ぼすなど、社会的損失も非常に大きいことを理解する。 

 ２）実際に誘われた場合の「断り方」をひとつでも多く考え、課題を自分事と捉え、自分で

考えるとともに、他者の意見を聞いて自分の考えを深める。 
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   ♦薬物乱用は、好奇心や興味本位、その場の雰囲気などによるたった 1 回のみの使用

でも乱用にあたることを理解する。 

     ①「仲間外れにされる」「仲の良い友だちだから断りづらい」と思うかもしれないが、心

身に悪影響を及ぼすものを勧めることは、本当の友情ではないことを理解する。 

     ②「はっきり、きっぱり」断ることで、相手が諦めやすくなる。 

     ③言葉で断れない場合は、少しでも早くその場から立ち去ることが重要。 

     ④８ページで学習した「くすりの大切なルール」に当てはめて考えることで、相手の話

が正しくないことに気付くことができるようにする。 

     ⑤誘われて困った際は、一人で悩まず、信頼できる大人や相談窓口に相談できること

を知る。 

     ⑥薬物から自分を守るために、自分自身を大切に思う心を育てる。 

 

    ♦薬物を乱用することは「個人の自由」と考えていないだろうか。 

薬物乱用は、自分の心と身体に大きなダメージを与えるだけでなく、家族や友人など

周りの大切な人たちを悲しませる。 

社会全体の安全を脅やかす違法薬物の使用は、「個人の自由」と認められるもので

はない。 
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◆授業スライド（例）                  ◆教員向け説明資料（例）      

スライド１ 薬物乱用防止クイズにトライ！         ●スライド説明用 ★教員向け指導内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド２ １回でも乱用？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド３ 何回も使用することが乱用ではない 

 

 

 

 

 

 

 

 

●薬物乱用とは、大麻、覚醒剤などの違

法な薬物を使用すること。また、医薬

品等も、決められた方法や量を守らず

に使用することは薬物乱用にあたる。

（テーマ①より） 

●大麻、覚醒剤などの違法薬物は、たっ

た一度の使用でも薬物乱用である。 

★覚醒剤などは、小学生にとって身近な

ものではないが、その危険性や誘惑の

手口を理解させ、絶対に使用してはな

らないことを繰り返し指導する必要が

ある。 

  

              
やく ぶつ らん よう  う し ★薬物乱用に関する児童の理解度や意

識を確認するためのスライド。 

授業の導入、DVD視聴後、授業のまと

めなどに活用し、学習前後の理解の

変化や学習内容の定着状況を把握す

ることが可能。 

 

 
3

答えは？

●たった一度、使っただ でも薬物乱用である。

こた

いちど つか やく ぶつ らん よう
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スライド４ 違法薬物の使用は一回でも犯罪 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド５ 止めたくても止められなくなる物どれだ？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド６ 依存症の可能性はどんなものにもある 

 

 

 

 

 

 

 

 

●依存症のきっかけとなる物質は多く、

代表的なものは、20 歳未満の摂取が

禁止されているたばこ（ニコチン）やお

酒（アルコール）がある。 

★子どもは、どのような反応を示し、どの

ような考えを持つのでしょうか。 

〈予想される反応〉 

 ・大麻だけかと思った。 

 ・他にもあるの知ってる 

 ・たばこやお酒って止められなくなるの？ 

★「違法薬物は、使用することはもちろ

ん、所持することも、あげたりもらったり

することも禁止されている」ことを誤解

のないよう明確に伝えること。 

  

  、   などの 法な薬物は、

たとえ１ の使用であっても乱用であり、

  にもなります。

かく せい  いたい ま い ほう やく ぶつ

かい し よう らん よう

はん  い

●子どもにとって、たばこやお酒は、違法

薬物よりはるかに身近な存在である。 

  20 歳未満での使用は心身の健全な

発達に悪影響を及ぼすため「20 歳に

なるまで使用しないこと」を主眼に置

き、発達段階に応じて依存症（やめた

くてもやめられない、自分は問題ない

と思ってやめようとしない状態）につい

て理解させること。 

 
5

第２問

お酒（アルコール） たばこ   

だい もん

さ たいま

やめたくてもやめられない状態に

なるおそれのあるものは？

 ょう たい

 6

答えは？

お酒（アルコール） たばこ   

全てやめられないおそれがあります。

さ たいま

すべ

こた

やめようと思ってもやめられない状態や、自分は問題ないと思って

やめようとしない状態を「依存症」といいます。

おも  ょうたい  ぶん もん だい おも

 ょうたい い ぞん しょう
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スライド７ やめたいのに、やめられない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド８ 成長期には悪影響が大きい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド９薬物使用を誘われたら・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

●たばこに含まれるニコチンやアルコー

ルは、成長期の心や体に悪影響を与

える。また、大人よりも早く依存してしま

うおそれがある。 

★禁止されているにもかかわらず、たば

こやお酒を経験すると規範意識が薄

れ、薬物に対するハードルが下がるこ

とについて触れる。 

●薬物乱用の特に恐ろしい点は、その強

い依存性にある。 

★やめたくてもやめられない、自分は問

題ないと思ってやめようとしない状態

（依存症）は、自分の力では抜けだす

ことが困難であり、適切な判断もでき

なくなることなどを中心に、「一度だけ

なら大丈夫」という考えが誤りである

ことを理解させる。 

※このタイミングで断り方のロールプレイ

を実施するなど。 

〈予想される反応〉 

 ・断る自信がある 

 ・断る自信がない 

 ・自分には関係ない事だ 

 

やめたいと思っても・・・

効果がなくなると
イライラする

やめたくても
やめられなくなる

（依存症）

他の  なことが

考えられなくなる

もっとほしくなる

おも

い ぞん しょう

7

くり返す

こう か

たいせつほか

かんが

かえ

 
8

どうして子どもは、お酒を飲んだり、たばこを吸ったらダメなの？

お酒やたばこは、成長期の皆さんにとって有害な成 を含んでいます。

早い時期から使い始めると、やめたくてもやめられなくなるリスクが高まり

ますので、20歳未満は禁止という決まりを守ることが、 なさんの体と を

守ることになります。

こ さ の す

さ せい ちょう き  な ゆう がい せい ぶん ふく

はや  き つか は たか

さい  まん きん し き まも からだ ここ 

まも
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スライド１０ 断り方、逃げ方 練習しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド 1１ 薬物を始めてしまうきっかけは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★薬物を使用してしまう理由は様々であ

り、友だちや先輩に誘われた、仲間外

れにされることを恐れた、好奇心を抑

えきれなかった等、ふとしたことがきっ

かけとなる。決して他人事ではなく誰

の身にも起こり得る問題であることを

理解させるとともに、薬物の危険性を

踏まえ、薬物は自分には必要ないと判

断し、誘いを断る力を身に付けられる

よう意識づけること。 

 

 

★友だちや先輩、知らない人から薬物の

乱用を誘われた際の対処法を理解さ

せること。 

●薬物に誘う人は、「気分がスカッとする

よ」「みんなもやってるよ」などと甘い

言葉で近づいてくるが、「私には必要

ない」と、きっぱりと断ること。 

●危険な場所に近づかないこと。危険を

感じたら、その場から離れ、人のいる明

るい方向に走って逃げること。 

 11

⚫友だちや先輩からさそわれて

⚫仲間外れにされるのが怖くて

⚫かっこよく えたから

⚫１ なら 丈夫という言葉を信 てしまって

どんなきっか で薬物を使ってしまうの？

「ちょっとだ なら」の軽い 持ちで使ってしまっても、

やめられなくなることがあります！

だから、絶対に使ってはい ません。

せんぱい

こわ

やく ぶつ

とも

なか ま は 

だい  ょう ぶ こと ば しん

かる き も つか

ぜっ たい つか

かい

つか
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スライド 1２ 薬物などで悩みがあるときは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド 1３ 大事なことなので相談しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●薬物や市販薬に誘われたときや、不安

なこと、分からないことがある場合はど

うすればよいかを考える。 

★薬物の問題は、本人が依存や乱用の

状態を十分に自覚していない場合も

少なくない。そのため、友人や家族な

ど身近な人からの「やめた方がよい」

「相談してみよう」という働きかけが、

相談や支援につながる重要なきっか

けとなることがある。問題を隠したり容

認したりするイネイブリング（問題行動

を支えてしまう関わり）にならないよう

留意し、困ったときには周囲の人や専

門機関に相談し、必要な支援につな

がることの大切さを理解させること。 

★一人で抱え込まず、学校の先生や家

族等の周りの信頼できる大人に相談

するよう指導する。 

 

★もし、周りの大人に相談しにくい場合

に備え、匿名で相談できる相談窓口

があることも触れること。（データ編

P24「薬物乱用防止に関する相談窓

口」参照） 

 
12

薬物やくすりについて、悩 や

疑問を感 たときはどうする？

第４問

「薬物乱用防止読本   に生きようパート39」（厚生労働省）より

だい もん

やく ぶつ なや

かん

のみすぎちゃった

どうしよう…

ぎ もん

 
13

 ったときは、  しよう

ポイントは

一人で悩まない

少しでも早く助 をもとめる

信頼できる 人に  する

学校の先生、家族などに

  すること

しん らい

こま そう だん

がっ こう せん せい か ぞく

そう だん

すこ はや たす

おとな そうだん

ひ と り なや
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◎断
ことわ

り方
かた

を示
しめ

すロールプレイの例
れい

及
およ

びワークシート 

こんな誘
さそ

われ方
かた

をしたら、どうやって断
ことわ

る？  後
あと

に続
つづ

く言葉
こ と ば

を考
かんが

え、書
か

き出
だ

してみましょう。 

１）このところ成績
せいせき

が下
さ

がり気味
ぎ み

で、先日
せんじつ

のテストの点数
てんすう

もよくなかった。 

   勉強
べんきょう

のことで親
おや

とけんかをして夜
よる

に家
いえ

を飛
と

び出
だ

した。イライラしながら公園
こうえん

にいると、

学校
がっこう

の上級生
じょうきゅうせい

ふたりから声
こえ

をかけられた。 

   「どうしたん。元気
げ ん き

ないやん。めっちゃ元気
げ ん き

が出
で

るサプリあるからあげるわ。」 

   「俺
おれ

らもパワー不足
ぶ そ く

のときは絶対
ぜったい

これ飲
の

むねん。一回
いっかい

飲
の

んでみいや。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）友
とも

だちの家
いえ

でゲームをしていると、友
とも

だちのお兄
にい

ちゃんの友
とも

だち３人が遊
あそ

びに来
き

た。 

初対面
しょたいめん

であったが、話
はなし

が面白
おもしろ

く、すぐに仲良
な か よ

くなった。しばらくすると３人
にん

のうちひとり

がたばこのようなものを出
だ

して吸
す

い始
はじ

めた。他
た

の２人
ふたり

と友
とも

だちも一緒
いっしょ

になって吸
す

い出
だ

し、

友
とも

だちから「一緒
いっしょ

に吸
す

おう。スカッとするで。」と勧
すす

められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私
わたし

の考
かんが

え 

グループの考
かんが

え 

 

 

グループの考
かんが

え 

私
わたし

の考
かんが

え 
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３．進行表  〈展開編 30分〉 

時間 活動 ○：指導上の留意点  

13分 

 

 

 

 

 

 

10分 

（23分） 

 

 

 

 

 

5分 

（28分） 

 

 

 

 

2分 

（30分） 

導入 薬物乱用についてクイズを行

う。 

  ・違法薬物の使用はたった一度で

も犯罪になる。 

  ・依存症は、やめたくてもやめられ

ない状態 

  ・薬物使用を誘われた際の対応 

ロールプレイ 

 

 

 

 

 

 

グループワーク等で意見を交流し、

考えや知識を深めさせる。 

 

 

 

 

まとめ 

 

○本時の学習への意欲付けを図る。 

 

 

 

 

 

 

○教職員同士が誘い役と断り役に分かれて

見せるケースと、子どもに断り役を務めて

もらうケースを想定。 

○ロールプレイ前後で子どもの考えに変化

があるか感想を聞く。 

 

 

○スライドおよびロールプレイを経て、「やっ

てはいけないことは何か」、「危険な状況

ではどうするか」グループ内で意見交換

して、共通のルールとして認識し、記憶へ

の定着を図る。 

 

○本時のまとめとして、目標を再度確認し、

危険な薬物乱用から自分自身を守ろうと

する意識を育む。 
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指導参考事例③ 

テーマ ： 危険な薬物について知ろう 

１．本時の目標 

○心身の健康に大きな影響を与える危険な薬物があることを理解できるようにする。 

○違法薬物にどのようなものがあるかを知るとともに、インターネット上では隠語や絵文字

などを用いてやり取りされる場合があることを知る。 

○若者による乱用が問題となっている違法薬物の一つである大麻について知る。 

○覚醒剤をはじめとする違法薬物の乱用は法律で規制されており、自分の行動には社会

的責任が伴うことを理解できるようにする。 

 

２．ねらい 

１）危険な薬物とは 

    「覚醒剤」「麻薬」「大麻」「危険ドラッグ」「シンナー等有機溶剤」等は、いずれも依

存性のある危険な薬物であることを知る。また、「向精神薬」や「咳止め」「かぜ薬」など

の医薬品についても治療目的から外れたり、決まりを守らず使用したりすると、薬物乱用

にあたることを理解する。 

  また、インターネットや SNS 等においては、隠語（別名、俗称）や絵文字などを用いて

取引きされることがある（例「アイス、エス（覚醒剤）」、「チョコ、ヤサイ、クサ（大麻）」な

ど）。危険なサイトではないか、怪しい相手ではないかと警戒し、近づかないことが自身

を守ることにつながると理解させる。 

２）大麻を使い続けると 

    大麻は、「体に悪くない」「依存症にならない」などの誤った情報が広がっており、大麻

の危険性・有害性が正しく認識されていない恐れがある。しかし、大麻の乱用は脳に深

刻な影響を及ぼし、精神障害や記憶力の低下などを引き起こし、生涯にわたって回復が

困難な障害につながる場合がある。指導の際には、薬物使用者や家族の経験談（手紙

など）を活用し、後悔の念や薬物乱用後に苦労する様子を紹介するなど工夫してもよい。 

【参考】大麻乱用者による告白｜厚生労働省ホームページ参照 

  (https://www.mhlw.go.jp/bunya/iyakuhin/yakubuturanyou/taima01/chishiki03.html)  

https://www.mhlw.go.jp/bunya/iyakuhin/yakubuturanyou/taima01/chishiki03.html
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♦触法少年とは 

14 歳に満たないで刑罰法令に触れる行為をした少年（少年法第 3 条第 1 項第二号）で

あり、触法少年の行為は犯罪とはならず、児童相談所等へ送致される。児童相談所が必

要であると判断した場合は、家庭裁判所へ送致され、少年審判を受ける。少年審判で

は、行為の内容や少年の状況、家庭環境等を踏まえ、保護観察や施設送致などの保護

処分、児童福祉機関による指導・支援につなげるための決定、不処分等の決定がなされ

る。 

♦懲役刑と拘禁刑 

令和７年６月から、懲役刑と禁錮刑が「拘禁刑」に一本化された。拘禁刑では、受刑者の

改善更生を図るため、受刑者の特性に応じて作業や指導を組み合わせた処遇が行われ

る。従来の懲役刑のように刑務作業を一律に義務付ける仕組みではなくなり、個々の状

況に応じた柔軟な処遇が可能となった。 
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◆授業スライド（例）               ◆教員向け説明資料（例）        

スライド１ 乱用される薬物の種類および           

        薬物の別名（隠語）について           ●スライド説明用 ★教員向け指導内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド２ 大麻に注意！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド３ 大麻を使い続けると・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

●大麻の葉を乾燥させたもの、樹脂を固

めたもの、成分を凝縮させたワックス

ス、大麻がはいったお菓子等色々な形

で流通している。 

★令和 6 年 12 月から、食品や化粧品

などに利用される CBD（カンナビジオ

ール）製品中のTHCに残留基準が設

けられた。基準値を超える THC を含

む製品も確認されているため、注意が

必要である。 

 

★代表的な乱用される薬物を紹介する。

掲載写真以外の形状も存在すること

に注意する。 

★インターネット上では、隠語や絵文字

で表記されることがほとんどである。

危険なサイトやあやしい情報を見極

め、正しい知識を持って薬物に近づか

ないようにすることが重要。 

  

どんな危 な薬物があるかな？

                            

（  リ   ）

  パ、 ラス、  コ、

ク 、  、ス ンク

   、 ス、ス ー 、
アイス

  クス  ー、  、  、
   、ラ  

コーク、ス  、クラ ク、
  リ（  ーリー）、

   

  ・      
べつ めい いん  

き  ん やく ぶつ

え も  

や さい

たい ま

 てん し 

  とは   

  だ に  が

 わる  の

ことだよ

いん  

なか ま い  

こと ばつた

 

  にはい い な形があります。

2

  に注意！！

                            

乾燥    樹脂

見ただ では、  だと

 かりにくいものもあるよ。

20歳未満で、捕まった人の数が一番多いのは  です。

たい ま ちゅう い

ひと か たい ま

たい ま

たい ま

かん そう たい ま たい ま  ゅ し

さい  まん つか いちばん おお

かたち

 

わ

●さらに乱用を続けていると、統合失調

症やうつ病を発症しやすくなったり、物

事を頭の中で処理する能力が下がっ

たり、大麻をやめたくてもやめられなく

なったりする。 

●このように、大麻は決して安全ではな

い。 
  

  を使い続 ると・・・

   がい
  を たり、うつ 
になりやすくなる

   や

学   の  

薬物をやめたくても
やめられなくなる

げん かく

たい ま つか つづ

せいしん しょう き おく りょく

がく しゅうのうりょく

やくぶつ

てい か
 ょう
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スライド４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド５  

  

●持っているだけでも罰せられ、拘禁刑

などの厳しい罰則がある。 

●「逮捕されると知らなかった」、「売人

にだまされた」などの言い訳は通用し

ない。 

●令和６年１２月より大麻は麻薬として

規制されることとなり、大麻の所持に

対する罰則が強化されるとともに、こ

れまで処罰の対象ではなかった「使

用」も処罰の対象となった。また、令和

７年６月からは、懲役刑が拘禁刑に変

更された。 

●これは２９歳の大麻乱用者が書いた

手紙。漢字がほとんど入っていない。 

●特に成長期である未成年者の乱用

は、心身および脳の発達に大きな影響

を与える。 

★インターネット等では、「依存症になら

ない」「身体に悪影響がない」などの

誤った情報が見られる。また、「大麻の

影響である根拠がない」と主張する情

報もあるが、大麻による健康への悪影

響は多くの研究によって示されている。

誤情報に惑わされず、科学的根拠に

基づく正しい知識を持って判断するこ

と。 

 

 

 法薬物は・・・

⚫持っているだ でも捕まります。

⚫重い罰を受 ます。

⚫「知らなかった」は通用しません。

つか

  を使う・持つ・・・・・・・・・・・・・・・・ ７年以 の拘禁刑

   を使う・持つ・・・・・・・・・・・・・ 10年以 の拘禁刑

ＭＤＭＡを使う・持つ ・・・・・・・・・・・・・ ７年以 の拘禁刑

危  ラ  （指定薬物）を使う・持つ・・ ３年以 の拘禁刑

たい ま

かく せい  い

5

い ほう やく ぶつ

おも ばつ う

も

つう ようし

ねん い か

ねん い か

ねん い か

ねん い かき  ん し ていやくぶつ

こう きん  い

こう きん  い

こう きん  い

こう きん  い

つか も

つか も

つか も

つか も
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 ワークシート例 
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３．進行表  〈発展編 15分〉 

時間 活動 ○：指導上の留意点  

7分 

 

 

 

 

 

 

 

 

6分 

（13分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2分 

（15分） 

自分を守ることを目的として、違

法薬物についての知識を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

グループワーク 

「薬物乱用」について学んだこと

をグループで話し合い、（適宜ワ

ークシートを使用することも有効） 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

  

○薬物乱用の基礎的な知識に加え、違法薬

物にどのようなものがあるか理解させる。 

  特に、乱用の低年齢化が問題となってい

る大麻については、その危険性や有害性

を十分理解させ、絶対に近づかないよう

指導する。 

 

 

 

○グループで意見を交換し、自分の考えを

広げさせる。 

○やってはいけないこと、するべきことを自

分なりに整理して再確認する。 

○他人の意見を聞き、自分の考え方との違

いに気付き、考えを深める。 

○全体で「薬物乱用は絶対にしてはいけな

い」という共通の認識を形成する。 

 

 

○本時のまとめとして、目標を再度確認し、

危険な薬物乱用から自分自身を守ろうと

する意識を育む。 
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本事例集は、大阪府に設置されている「大阪府薬物乱用防止対策関係機関連絡

会議」の方々にご協力をいただき、大阪府教育庁教育振興室保健体育課が編集し、

作成したものである。 
 

＜協力者＞ 

川合 広祐  大阪府教育庁教育振興室高等学校課生徒指導Ｇ／主任指導主事 

今井 祐作  大阪府教育庁市町村教育室小中学校課生徒指導Ｇ／総括主査 

南   智文  大阪府教育庁市町村教育室小中学校課生徒指導Ｇ／指導主事 

中川 ひろみ 大阪府教育庁私学課／参事 
 

＜事務局＞ 

松本 諭史  大阪府教育庁教育振興室保健体育課保健・給食 G／首席指導主事 

西   美絵  大阪府教育庁教育振興室保健体育課保健・給食 G／主任指導主事 

山内 祥子  大阪府教育庁教育振興室保健体育課保健・給食 G／総括主査 
 

＜協力機関＞ 

大阪府警察本部生活安全部少年課 

大阪府健康医療部生活衛生室薬務課 

大阪市教育員会事務局 

堺市教育委員会事務局 

 

なお、本事例集の作成にあたり、 

  鈴木 貴晃  文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課／健康教育調査官 

  多田 和彦  大阪府小中学校体育研究会会長（藤井寺市立藤井寺東小学校校長） 

から多大なご指導とご助言をいただきました。 

 

 

 

【問合せ先】 

大阪府教育庁 教育振興室 保健体育課 

保健・給食グループ 

〒540-857１ 大阪市中央区大手前３－２－１２ 

TEL ０６－６９４４－９３６５ 

ＦＡＸ ０６－4397－４124 


